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子どもたちに「科学のおもしろさ」を手渡すために

一般・文学　　　　　　　　　　　　　　　　　その他

★ 大草原の旅はるか / ローラ・インガルス　　　★心の「ツボ」に効く漢詩・漢文 / 八木章好

★ 日暮れてこそ / 江上剛　　　　　　　　　　　★ついこの間あった昔 / 林望

★ 尋問の筋これあり候 / 徳永健生　　　　　　　★地球の掟 / アル・ゴア

★ 東の名臣あり / 中村彰彦　　　　　　　　　　★地産地消と地域再生 / 二木季男

★ 三世相 / 松井今朝子　　　　　　　　　   　　★ときめきの老後術 / 上坂冬子　　

★ 靖国への帰還 / 内田康夫　　　　　　　　　　★民が立つ / 信濃毎日新聞社編集局

★ 商人龍馬 / 津本陽　　　　　　　　　　　　　★あかちゃんは口で考える / 田賀ミイ子

★ 十五万両の代償 / 佐藤雅美　　　　　　　　　★ホネになったらどこへ行こうか / 内藤理恵子

★ 君空 / 美嘉　　　　　　　　　　　　　　　　★ギラン・バレー症候群からの生還 / 橋本正浩

エッセイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童・絵本

★ わが孫育て / 佐藤愛子　　　　　　　　　 　  ★こどもの絵かきうた 100 曲

★ 歴史を記録する / 吉村昭　　　　　　　　　　★五感のふしぎ絵事典 / 竹内修二

★ 財布のつぶやき / 群ようこ　　　　　　　　　★天の町やなぎ通り / あまんきみこ

郷土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ぜったいたべないからね / ローレン・チャルド　　

★大山雑記 / 大原俊二　         　　　　　　　　 ★まってる / 森山京　　　　　　　　　　　　　　　

　昨年度から、子どもたちに日常の生

活の中に科学や自然のおもしろさがちら

ばっていることに気づかせたい、実験

や体験を通して科学に関心を持たせたい

と考え、図書館では『いろいろな科学遊

び』を実施しています。簡単で興味深い

内容を中心に、子どもたちの試行錯誤の

過程を大切にしながら、平成 18 年度に

は「シャボン玉遊び」や「ロボットの操

作体験」を行いました。本年度は「ホウ

砂を使ってスライム作り」「果物を使っ

て電気の実験」「鏡を使って万華鏡作り」

を実施し、不思議な現象を自分の目で確

かめた子どもたちは、驚き、歓声をあげ

ていました。

○ 科学読み物の本の紹介
・ 「なぜ？どうして？科学のふしぎ」　　

　2007,11 発行　池内了著（小学館）

・「どんどん知りたい科学の「なぜ」40」

　2007,11 発行　池内了著（小学館）

・ 「ペンギンの足はなぜ凍らないの？」　

　2007,10 発行　ミック・オヘア編（PHP

　研究所）

▲スライム作り（名和分館） ▲電気の実験（大山分館）

▲万華鏡作り（本館）

「春の音楽会」
  3 月 15 日（土）  19:30 ～

  琴の演奏を聴こう &春の歌を歌おう

●本館
保存期限切れ雑誌を差し上げます  
3 月 15 日（土）・16 日（日）9:00 ～
＊予約などの受付はいたしません

＊各自、持ち帰り用の袋などをご用意ください

＊提供雑誌タイトルは館内に表示してあります

●名和分館3月の図書館行事　図書館には、科学読み物の本もたくさ

んあります。子どもはもとより大人も、

自然の仕組みを知る糸口となるような本

を読むことによって、自分の生活に何か

活かすきっかけにもなると考えます。

　みなさんのご来館をお待ちします。


